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３月定例会最終日に議員提案により「分権時代に相応しい
三位一体改革の早期実現を求める意見書」が追加提案され、
原案のとおり、可決し、衆議院・参議院議長、内閣総理大臣
をはじめとする関係行政庁へ送付しました。

分権時代に相応しい三位一体改革の早期実現を求める意見書

三位一体改革に伴う平成16年度地方財政計画は、税収が落
ち込む地方自治体の財政にあまりにも大きな影響を与えてお
り、各自治体の平成16年度予算編成において過大な収入不足
を招くなど極めて重大な状況となっている。
所得譲与税の創設による一般財源化は、基幹税である国の

所得税収を地方に移すものであり、このことは地域再生事業
債の創設とともに一定の評価をするものであるが、これは暫
定的な措置にすぎず、真の税源移譲とはいえない。
また、今回一部の国庫補助負担金が廃止されたが、国の法

令等による基準は緩和されておらず、地方の自己決定・自己
責任の下、サ一ビス水準が決定できないなど地方分権改革が
目指す税源移譲と権限委譲が一体的に実現されていない。
本市においても、従来から行政改革等による経費節減・事

務の効率化や事業精査及び先送りなどにより歳出の削減に努
めているが、今回の地方交付税の急激な削減の先行は、最後
の財源ともいうべき基金の取崩しによって対応せざるを得
ず、翌年度以降このような状態が続けば、極めて厳しい財政
運営を強いられることとなる。
よって、国におかれては、下記事項を早期に実現され、分

権時代に相応しい三位一体改革を推進されるよう強く要望す
る。

記
１　国庫補助負担金の廃止に伴う一般財源化に当たって、引
き続き地方が主体となって実施する必要のあるものについ
ては、廃止と同時に確実に個人住民税、地方消費税等の基
幹税で税源移譲されたい。
また、税源移譲と併せ市町村の自由度の拡大が図られる

よう、国の法令等による基準を弾力化するなど国の関与を
速やかに廃止・縮減されたい。

２　地方交付税の改革については、税源移譲に伴い自治体間
の財政力格差が拡大することが予想され、また、各市町村
において一定の行政水準を確保することが不可欠であるこ
とから、地方交付税の持つ財源調整と財源保障の両機能を
強化されたい。

３　地方一般財源の大幅な減額に伴い、地域再生事業債の新
設や財政健全化債の弾力的運用などの措置が講じられたと
ころであるが、平成16年度における各市町村の財政運営に
支障がないよう、個々の団体の実情に十分配慮したきめ細
かな対応をされたい。

４　改革内容の決定が遅く、また、不明な部分も多く、予算
編成に大きな支障が生じたことから、今後は、市町村の意
向を十分反映した上で、できる限り早い段階で内容を明ら
かにするとともに、平成18年度に向けた三位一体改革の全
体像、年度別内容・規模など改革の工程表を早急に提示さ
れたい。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
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合併白紙後の最初の議会。一般質問では14名中９名
の議員が合併白紙問題を取り上げ、住民意向調査の結
果や今後の土岐市政運営の対応など市長・執行部に問
いながら議論を展開。また、議会の説明責任を果たす
極めて重要な議会でした。
議論を通じての方向性は、民意を真摯に受け止めて
厳しい財政状況下でありますが、市単独の市政運営を
進める。新たな合併の枠組みや模索は当面行わず、今
後市民の合併の盛り上がりなどがあればその時点で考
えるとするものです。
進む少子高齢化、地方分権と都市間競争の中で、市
民の皆様と共に痛みを分かち合うであろう更なる行財
政改革の取り組み、新たな個性豊かな生き生きとした
土岐市総合計画等の策定を急ぐことになります。
さて、議会では昨年統一選挙を実施するよう自主解
散し、その結果５月の臨時議会において、議会内人事
の改選をしました。議会だより編集委員のメンバーも
一部入れ替わりました。この１年間多くの方々のご指
導とお世話により、紙面の拡充と特色づくりなどに努
めながら議会だよりの基礎をつくることが出来まし
た。これまでの温かいご声援、お力添えに感謝しなが
ら更なるご期待に応えるよう、議会だよりの編集に取
り組みます。変わらぬご指導とご声援をお願いします。

編集委員
座　長／水野　敏雄
副座長／石川　嘉康
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